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保育DXの最新の動向
保活情報連携基盤：自治体・保育施設等向けサービスを６月８日にリリース。

  保護者向けサービスは、８月ごろまでのリリースに向けて、最終調整中。

保活情報
連携基盤

６月 ７月 ８月 ９月

施設情報登録、見学予約受付枠登録 等

保護者からの見学予約受付

自治体・施設向けリリース（6/8）  保護者向けリリース

保育業務
施設管理

プラットフォーム

保活シーズンでの利活用自治体・施設での準備期間

保育業務施設管理プラットフォーム：７月１日リリース。自治体・施設の実情に合わせて利用。

※参画自治体数：158自治体（6/29時点）→7月以降、随時参画受付

６月 ７月 ８月 ９月

自治体・施設向けリリース（7/1）

※参画自治体数：440自治体（7/1時点）→以降、随時参画受付

事前準備：施設・職員・児童情報登録、運用フローの整理、試行的な運用 等
本格利用：自治体と施設間で本システムを利用して、給付業務・監査業務を実施。

自治体・施設での準備・試行後、各自治体のタイミングで本格利用に移行

保護者による施設検索・予約等の
「保活」がオンラインで完結可能なシステム

自治体と保育施設等の間の給付・監査
業務をオンラインで行うシステム
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• 保活の手続（実施時期、情報収集、見学予約、窓口申請等）の正解が分からない。
• 施設への見学予約、就労証明書発行等にアナログな対応が多く、負担。

現状の課題

保活情報連携
基盤

「保活に関する各種手続をワンストップ化し、負担を軽減」
保護者の「保活」に係る負担を軽減するため、保活に関する一連の手続（情報収集や見学予約、

就労証明書の発行等）をオンライン・ワンストップで可能とすることを目的としています。

より便利で使いやすいシステムを目指します！

保護者の「保活」に係る負担を軽減し、
子育てと仕事・家事との両立に向けた不安感やストレスを軽減目指すところ

自治体の手続確認 施設情報収集・見学予約 就労証明書の発行

保活に関わる手続情報を一元把握 情報収集・見学予約がシステム上で完結 システム上で楽々発行
施設情報収集・見学予約の一連の保活手続を、
スマホから24時間いつでもオンラインで完結。
情報の収集・比較・検討や見学予約が簡単に。
保活がもっとスムーズに。

自身と配偶者の就労証明書について、
システム上で発行依頼・受け取り・管理が可能
となり、負担が軽減。

居住自治体の手続書類や指数情報等を
一元的に収集することが可能。
また、自治体の設定する「保活ToDo リスト」で
やること・時期を把握し、進め方の正解が分かる。

手続書類一式
最低指数
空き枠一覧
・・・

ToDoリスト

標準的な様式

PDF

保育DXの推進 ～「保活情報連携基盤」の整備～
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現状の課題
・多くの書類作成や対面手続きによる事務負担が大きい
・自治体・保育施設間の情報共有が非効率的

給付業務（申請・審査） 監査業務（書類提出・確認） その他、データ入力・データ管理

保育業務
施設管理

プラットフォーム

「各種手続をオンライン化し、事務負担を軽減」
給付業務（申請・審査）や監査業務（書類提出・確認）の各種手続きを

オンライン化し、自治体・保育施設等の業務効率化を実現することを目的としています。

更なる業務負担軽減を目指します！

システム上で申請のフローが完結 オンライン提出・管理でコスト削減 クラウド上で情報を保存・管理
事前提出書類等の提出・確認をオンライン化し、
差戻・再提出やリマインドなどのやり取りのコスト
を大幅削減。

紙やメール等でやり取りしていた書類をシステム
上で管理。一度入力した情報をシステム間で
連携することで、再入力が不要に。

保育施設等、市区町村、都道府県間で給付
申請、審査がスムーズに。進捗状況確認も容
易に。

目指すところ 保育士が子どもと向き合う時間を確保
自治体担当者が保育の質の向上に関わる業務に注力

保育DXの推進 ～「保育業務施設管理プラットフォーム」の整備～
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